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NHKの災害時デジタル発信
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山下 和彦
NHK報道局

デジタル担当

チーフ･リード

⚫ 1998年、NHK入局（記者）

⚫ 2003年から報道局経済部記者

IT業界、エレクトロニクス業界など担当

⚫ 2011年、東日本大震災発生時は生活情報部記者

公式ツイッターで災害情報発信

⚫ 2014年からネット報道部

⚫ 2016年、「NHKニュース･防災アプリ」開始

⚫ 現在、WEB展開、アプリ開発など

NHKニュースのデジタル展開を担当
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普段、何から情報を得ますか？
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メディアの重心は？
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NHK放送文化研究所による「国民生活時間調査」
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NHK放送文化研究所「国民生活時間調査2020」

平日に15分以上テレビを見た人の割合

20ポイント前後
減少

7



若い世代ほど「テレビ見ない」

朝日新聞 2021年5月20日

8



○国内の新聞総発行部数

1966年 …3000万部台

1990年代末…5000万部

2022年 …3000万部割れ？

東洋経済オンライン 2022年1月10日
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総務省「情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」2021年8月

若年層ほど ネット＞テレビ
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総務省「デジタル時代における放送制度の在り方に関する検討会」より
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ニュースを得る手段はSNS

読売新聞 2022年1月26日
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➢ メディアの重心がインターネットに

➢ テクノロジーの急速な進化

➢ ユーザーの情報入手･発信手段が多様化

➢ ユーザーが発信主体にも SNSの隆盛

➢ 既存マスメディアは岐路に

メディア環境の変化
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情報の信頼度
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NHK調査 2020年
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災害時の情報収集手段は？
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①テレビ ②ラジオ ③インターネット
・スマートフォン

アプリ

・パソコン
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①テレビ ②ラジオ ③インターネット

【強み】
▽大きな画面
▽リアルタイム
▽一斉に伝わる

【弱点】
▽停電
▽持ち歩けない

【強み】
▽災害時に強い
▽持ち歩ける

【弱点】
▽受信機が必要

【強み】
▽スマートフォンやアプリは

手軽に持ち歩ける
▽いつでもどこでも見られる
▽情報の一覧性
▽地域ごとの細かい情報

【弱点】
▽ネット環境に依存する
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20

モバイル社会研究所まとめ 2022年12月2日

最も重視する災害情報の取得方法は？
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モバイル社会研究所まとめ 2022年12月2日

最も重視する災害情報の取得方法は？ 年代別
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モバイル社会研究所まとめ 2022年12月2日

最も重視する災害情報の取得方法は？ 経年変化
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モバイル社会研究所まとめ 2022年12月2日

テレビで災害報道を見た後に取る行動



①テレビ ②ラジオ ③インターネット
・スマートフォン

アプリ

・パソコン

NHKは全部を使ってお伝えします
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➢ テレビがまだまだ主要な地位

➢ SNS、ネット検索、アプリの活用も

➢ 若年層はSNS活用が主流

➢ 防災無線からSNSやテレビへシフト

➢ テレビで情報入手の後、ネット検索も

災害時の情報収集手段
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2011年というターニングポイント
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東日本大震災
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29

災害時のデジタルツール/SNS活用の模索は

「3.11」から始まった
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31

生活情報部のツイッターは

震災直後にフォロワーが急増



32

公式アカウントで連携して役割分

担も
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2011年のNHK番組から
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35

災害時のデジタルツール/SNSの活用が
「3.11」でクローズアップされた
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その3年前 2008年7月
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総務省 情報通信白書 令和4年版

スマートフォン

89％



➢ 情報の手段としてデジタル/SNSの活用

➢ 情報入手と情報発信の両方で使われる

➢ 救助要請、安否確認、被害把握、支援

➢ マスメディアも公的機関も市民も活用

➢ ネット通信インフラの維持は課題

東日本大震災というターニングポイント
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災害時、メディアの使命とは
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情報を必要としている人たちへ

あらゆる手段で いち早く
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放送

＋
インターネット

ソーシャルメディア
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マルチプラットフォーム展開へ

放送メディアから公共メディアへ
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命を守るプラットフォーム
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44

NHK公式アプリ
「NHKニュース･防災アプリ」
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2016年6月20日 運用開始
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2018年6月
大阪北部地震

2018年6月
西日本豪雨

命を守る情報をいち早く手元に
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2019年10月
台風19号

2019年9月
台風15号

相次ぐ台風･豪雨災害
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新型コロナウイルス パンデミック



▷アプリストアをタップ

（App StoreやGoogle Play）

▷「NHKニュース･防災」と検索

▷こちらのQRコードを

スマホのカメラで読み込む

インストール方法

もしくは
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ニュース×防災

✓ NHKのニュース

✓ 天気予報

✓ 災害情報

✓ マップ

✓ ライブ配信

✓ プッシュ通知

✓ 地域ごとの情報も

50



51



52



53



54



55



56

2022年6月19日、石川県で震度6弱の地震



✓ 地域を設定すると、地域ごとの災害情報をチェックできます。

✓ 地域は最大3か所まで設定できます。（3か所＋現在位置）

✓ 自分の地域のほか、家族や友人の地域を登録して、情報を得られます。
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✓ 地域設定は設定画面から行います。市区町村単位で設定できます。
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デジタル時代のミッション
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✓あらゆる伝送路で情報を伝える

✓ 必要とされる情報をいち早く

✓ 公共メディアとしての社会的責務

✓ 情報氾濫の時代に正確な情報を

✓ 人々の期待に応える
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マルチプラットフォーム活用
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NHK公式ツイッターアカウント
「NHK生活･防災」
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2011年3月4日に運用開始

災害時には集中的に情報を投稿
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ネットの声に耳を澄ませる
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✓ ネット上に発信するだけでなく

✓ ネット上の情報に目をこらし

✓ さまざまな声に耳を傾ける

ソーシャルリスニング

報道×インターネット

69



いち早い報道のための情報収集として
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真価が問われるのは災害時の情報収集
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2014年 御嶽山噴火
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2014年 御嶽山噴火
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関東･東北豪雨のときの常総市からの投稿

情報キャッチ
→取材 放送などに

アウトプット

情報収集→取材→アウトプット
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フォロワーからの質問

ネットの疑問の声に応える

2016年、熊本地震のあと、

ネット上で審議が不確かな情報が飛び交った
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声に回答

フォロワーからの質問

ネットの声を紹介

声に回答

声に回答

ネットの疑問の声に応える



ネット上の情報の真偽に注意
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災害時こそ情報伝達が重要
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➢ 情報の収集･発信にデジタル活用は不可欠

➢ あらゆる情報手段を活用

➢ 災害時･緊急時にこそ真価を問われる

➢ 早く、正確に、必要とする人に

➢ 混沌とする時ほど正確な情報が必要

➢ 問われるマスメディア･公的機関の役割

きょうお伝えしたかったこと

80



2011年のメッセージ
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2011年3月
NHKのツイッターに寄せられた

ユーザーのメッセージ
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